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江戸時代後期に日本に入ってきた西洋医学書には、日本では知られていない解剖学用語が数多く

収録されていました。医学者たちは、その語を日本語でなんと表現するか大いに悩んだようで、  

外国語の音にそれらしい漢字を当てて訳語とする、同時期に別の訳語が使用される、などの混乱も

見られました。

今回は、現在使われている解剖学用語が、当初はどのように表現され、どのような変遷を経て現

在の用語となったのかを紹介します。

展示資料

・解體新書 4 巻首 1 巻 5 冊  （独）闕兒武思[Kulmus]原著 杉田玄白訳 中川淳庵校 小野田直武画

東武 須原屋市兵衛 1774(安永３)年刊

・[（重訂）解體新書銅板全圖] 1 帖  （独）[クルムス]（Kulmus）原画 南[小柿]寧一画 中伊三郎鏤刻

・解體發蒙 5 巻附 1 巻 5 冊（題簽：藏府眞寫解體發蒙）  三谷樸（公器）著

大坂 河内屋茂兵衛 1813（文化 10）年刊

・医範提綱 3 巻 3 冊  宇田川[玄眞]（榛齋）訳述 諏訪士徳筆記

江戸 須原屋伊八等 1805（文化 2）年序刊（後印）

・解剖攬要 9 巻 9 冊  田口和美編

東京 英蘭堂島村利助 1877（明治 10）年刊

       ※書名および出版事項について、現物に記されていない情報については[ ]を補記しています。

大機里尓
だ い き り い る

肫
とん

膵

『解体新書』では「Alvleesch Klier-bedde」を訳しきれずに、Klier（「腺」［解体

新書では機里尓］の意）の音にそれらしい漢字を当てて記載されました。

膵

『重訂解体新書』では、大機里尓に代わる語として、大槻玄沢によって

中国語で「乾肉」を示す「肫」が使用されました。

『医範提綱』では、オランダ語「Alvleesch Klier-bedde」の、Alvleesch（Al：全

て、vleesch：肉）から、月（にくづき）と萃（全て）を組み合わせて「膵」

という新しい漢字が作られました。

リンパ管（淋巴管）

水道

淋巴管

『解体新書』で、「Water-vaten」の訳語として用いられています（リンパは

「水液」）。『重訂解体新書』では、「水脈」の語も用いられました。

今日使われている「リンパ（淋巴）」の語は、『解剖攬要』ではじめて

使われました（リンパはラテン語「Lympha」で「水」の意）。

神経

液
のり

道
みち

神経
『解体新書』で、中国伝統医学の語彙である神気の「神」と経脈の「経」

を合わせて新しく「神経」という語が作られました。

漢蘭折衷派の三谷公器は、『解体發蒙』で、神経は「霊液の脈道である」

として「神経」という訳語に異論を唱え、「液道」の訳語を提唱しました。


